
　　　　VVV〉

　　儒ミ餉

o

VVVVVVVVVVVVVVVvvVV

’ラ②
轍蜘　へ1 一添ダ”

ク

編集と発行／松之山町役場／昭和48年1月25日／TEL110／印刷・あかつき印刷所

397
「
■

1

ψ

療

、
一1月15日松之山温泉　すみぬり祭一

Nα43

構力の，が
　示されました。

i孝8魏

雛
羅

iiii轟駄』

1
＝
F
l

勢もな内容

　松之山の人口
　　12月31日現在
　（）内は前月と比較
総数6，622人／－21人ノ

男　　3，243人　（一9人ナ
女　　　　　3，379人　　k－12人ナ

　出生3人、死亡9人

　　転入　8人
　　転出23人

○町長年頭のあいさつ一…一…一…一一・…2

070才以上老人医療費が無料一……一……一3

047年度のおもな事業………………一・一一一4

0児童手当、出稼……一－……一曹－………5

0役場の係一……………一…………一…［6
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霧
然
躰
簗
麗
鵜
揃
鷺
野

自
然
を
生
か
し
た
町
作
り
を

松
之
山
町
長

　
昭
和
四
十
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

皆
さ
ん
の
御
健
勝
を
心
か
ら
祝
福
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
公
私
と
も
に
格
別
の
ご
高

配
を
煩
わ
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
蔭
様
に
て
健
康
も
快
復
し
ま
し
た

の
で
、
町
政
の
伸
展
と
、
町
民
生
活
の

充
実
を
目
指
し
て
、
精
い
っ
ば
い
頑
張

る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
と
し

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
昨
年
は
、
私
共
が
か
ね
て
か
ら
の
願

い
で
あ
っ
た
、
郷
土
出
身
の
総
理
大
臣

が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
私
ど
も
均
し

く
信
頼
と
誇
り
を
感
じ
て
い
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　
久
し
く
待
望
い
た
し
て
お
り
ま
し
た

日
本
海
時
代
の
幕
が
、
い
よ
い
よ
切
っ

て
お
と
さ
れ
た
感
を
深
く
し
、
期
待
に

胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
時
こ
の
波
に
乗
り
お
く
れ
る
わ

け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
政
治
に
た
づ
さ

わ
る
私
自
身
、
ま
た
、
新
し
い
年
へ
の

佐
　
藤
　
重
　
孝

挑
戦
に
も
大
き
な
責
務
を
感
じ
て
い
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
も
百
年
の
大
計
と
な
る
松
之
山
町

の
将
来
を
考
え
た
町
作
り
の
大
き
な
問

題
も
、
身
近
か
な
町
民
の
た
め
の
町
作

り
へ
の
諸
問
題
を
提
起
い
た
し
ま
し
て

皆
ん
な
で
力
を
合
せ
て
、
町
勢
伸
展
へ

の
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
終
り
へ
の
き
ざ
し
の
未
だ
見
い
な
い

過
疎
の
現
実
に
は
、
ま
こ
と
に
遺
感
で

あ
り
、
大
ぎ
な
悩
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
過
疎
の
な
か
に
も
何
か
の
う
る
お
い

ま
た
、
な
に
か
励
み
に
な
る
も
の
を
と

考
え
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
た

だ
今
、
自
然
休
養
村
の
指
定
を
受
け
て

自
然
を
生
か
し
た
町
作
り
に
取
り
組
み

た
い
と
、
国
の
指
定
を
う
け
る
た
め
の

運
動
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
指
定
を
受
け
ま
す
と
、
昭
和
四

十
八
年
度
は
、
計
画
、
準
備
の
年
と
な

り
ま
す
。

　
い
づ
れ
説
明
会
等
を
も
っ
た
り
い
た

し
ま
し
て
、
ご
協
力
方
お
願
い
い
た
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
節
は
、

何
分
と
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
ご
援
助
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
い
上
げ
ま
す
。

へ～F願・帆・帆へ＾～㌧～VV・餓＾ーい／V）、＾〈＾・い・WW顎加V＿、＾／

　
お
わ
り
に
、
こ
と
し
こ
そ
災
害
の
な

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
・
そ
し
て
町
　
　
鱒
口

民
の
方
々
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年
で

噺
勧
帽
讐
鰍
鋤
墾
奴
噺
輪
坤
民
吐
耐
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

　
　
　
　
の
　
　
書
で
ん
　
W

　
　
　
込
　
　
歴
ま
込
　
W

糟
…1　　保母募集あんない

！　本年4月1日から町の　　　母養成機関卒業見

1保母を3名募集いたしま　　　者

1すので申込みください。　　◇職場　町内保育所

1麟人農，5茅釜で囎え繍ll腎
1◇資格　保母資格免許所　　　に役場総務課へ申

1有者または本年3月保　でください・。

又’

　
　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め

　
ら
れ
た
大
切
な
税
金
は
、
ど

　
ん
な
税
金
を
ど
れ
だ
け
お
さ

　
め
た
か
、
町
の
家
計
簿
は
ど

　
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、

　
昭
和
4
6
年
度
決
算
の
あ
ら
ま

的別歳出の構成状況目
筋
％

　
育
a

　
教

性質別歳出の構成状況

し
を
才
出
予
算
の
構
成
、
町

民
税
、
財
産
、
町
債
の
現
在

高
、
特
別
会
計
収
支
決
算
な

ど
を
グ
ラ
フ
で
あ
ら
わ
し
て

見
ま
し
た
。

　
住
み
よ
い
町
つ
く
り
へ
、

い
っ
そ
う
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
か

　
　
　

費
％
諺
た

商
λ
　
’
め

　
　
　
　
さ

　
　
．
饗
お

　
　
　
諸
け

内は町民1人当り税負担額

li嚢鷲鐡iliiilii譲liiliiliillii

災

どんな税金をどれだけおさめた
　　　　　町民税総額40，’403千円

　　　契14錨臼ノi・

木材引取税253千円（38円）
一入湯税　1，546千円（233円）
　．一軽自動車税2，549千円（395円）

　　　電気ガス税2，647千円（400円）

聴7，453ギ1
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鹸
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人
・
が

考
費

　ことしの、1月！日から

70才以上の老人医療費が無

料になります。　（一部、所

得の制限があります。）

　老人が、医療保険で、医

療を受けた場合に、自己負

担をしていた費用を、国、

県、町で負担することにな

りました。

　町では、70才以上の該当

者は、1月現在で570人、

所得制限者は3人になって

おります。次により受診し

てください。

｝
ど
ん
な
人
が
無
料
に
な
る
か
一

■
…
年
令
が
7
0
才
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　（

70

才
に
な
っ
た
月
の
初
日
か
ら
無
料

に
な
り
ま
す
か
ら
、
該
当
者
は
、
そ
の

前
月
中
に
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
）

層
…
本
人
の
前
年
所
得
が
、
所
得
税
の

課
税
基
準
に
満
た
な
か
っ
た
人
で
、
配

偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
前
年
所
得

が
、
所
得
制
限
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

■
，
：
国
民
健
康
保
険
や
、
健
康
保
険
な

ど
の
、
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
自
己
負
担
の
あ
る
人
。

…
医
者
に
か
か
る
と
き
…

■
…
該
当
さ
れ
る
方
々
が
、
病
院
、
医

院
な
ど
で
、
医
者
に
か
か
る
と
き
は
、

『
保
険
証
』
『
老
人
医
療
費
受
給
者
証
』

『
老
人
医
療
費
請
求
書
の
用
紙
』
を
一

緒
に
、
保
険
医
療
機
関
の
窓
口
に
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
費
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

ロ
…
治
療
が
終
る
と
、
保
険
証
と
、
老

人
医
療
費
受
給
者
証
が
、
返
さ
れ
ま
す

か
ら
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
…
所
得
の
関
係
で
、
受
給
資
格
が
な

い
人
も
、
そ
の
後
、
災
害
に
か
か
っ
た

と
き
や
、
老
人
医
療
費
が
高
額
で
あ
る

な
ど
で
、
お
た
ず
ね
に
な
り
た
い
方
は

役
場
の
厚
生
係
ま
で
、
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

所得制限の被扶養者別限度額

区　　分
扶　　　養　　　親　　　族

0　人 1人
　　ノ

2人 3人 4　人 5人

本　　人

所得制限

限
度
額

　　円
380，000

　　円
505，000

　　円
640，000

　　円
775，000

　　円
910，000

　　円
1，045，000

扶養義務者
所
得
制
限

限
度
額

1，323，625 1，518，625 1，653，625 1，788，625 1，923，625 2，058，625

高在現債町末度年　財禾昭
費
債
債
債
債
債
債
債
債
金

　
　
業
　
業
　
　
　
業
ん

　
　
　
育
　
　
旧
害
害
　
　
　
策

　
　
事
　
　
事
　
　
　
　
事
　
　
　
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
独
教
策
復
災
災
祉
　
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補

　
　
単
　
　
対
　
　
　
　
福
　
　
　
貸

　
　
　
務
　
　
害
独
助
　
　
　
疎

　
　
般
　
地
　
　
　
生
税

　
　
一
義
辺
災
単
補
厚
減
過
県

14，330千円

28，784千円

　30，193千円

…・i・56，074

27，427千円

・＝：128，647千円

15，522千円

2，758千円

…ll・61，487千円i．ii

22，339千円

予算額117，462千円
収入済額　117，296千円

芝出済額　114，967千円

予算額112，074千円
収入済額　82，410千円
芝出済額　”1，362千円

439千円

653千円

310千円

町の財産はどれだけあるか

山 林　79．6％ 掌　校
13．6％

庁舎

勤
その雌

総面積　734，442．93㎡（74町5畝）

掌 校 72．2％
庁舎、その他

27．8％

潔78千円

，366千円

，195千円

総面積30，024．07㎡（9，082坪）

出　資　金　　49ひ6％

　
㎜
手
続
き
を
す
る
に
は
㎜

■
i
申
請
の
た
め
の
用
紙
類
は
、
役
場

に
あ
り
ま
す
か
ら
、
保
険
証
と
印
鑑
を

持
っ
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
：
・
こ
れ
か
ら
70
才
に
な
る
人
は
、
70

才
に
な
る
月
の
前
月
の
、
中
旬
頃
ま
で

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
…
居
住
地
の
変
っ
た
該
当
者
は
、
す

み
や
か
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

額
額
額

算
済
済

　
入
出

予
収
芝

予算額
収入済額
支出済額

有価鉦券50，4％

　総　額　2，817千円

440千円

490千円

376千円

予算額
収入済額
」〔出済額

17，953千円

16，942千円

齢，882千円

予算額
収入済額
支出済額

注
、
前
年
度
の
所
得
の
額
が
、
右
の

　
表
の
所
得
を
こ
え
る
場
合
は
、
該

　
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
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と
、
昭
和
四

十
八
年
度
は
、
計
画
、
準
備
の
年
と
な

り
ま
す
。

　
い
づ
れ
説
明
会
等
を
も
っ
た
り
い
た

し
ま
し
て
、
ご
協
力
方
お
願
い
い
た
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
節
は
、

何
分
と
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
ご
援
助
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
い
上
げ
ま
す
。

へ～F願・帆・帆へ＾～㌧～VV・餓＾ーい／V）、＾〈＾・い・WW顎加V＿、＾／

　
お
わ
り
に
、
こ
と
し
こ
そ
災
害
の
な

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
・
そ
し
て
町
　
　
鱒
口

民
の
方
々
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年
で

噺
勧
帽
讐
鰍
鋤
墾
奴
噺
輪
坤
民
吐
耐
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

　
　
　
　
の
　
　
書
で
ん
　
W

　
　
　
込
　
　
歴
ま
込
　
W

糟
…1　　保母募集あんない

！　本年4月1日から町の　　　母養成機関卒業見

1保母を3名募集いたしま　　　者

1すので申込みください。　　◇職場　町内保育所

1麟人農，5茅釜で囎え繍ll腎
1◇資格　保母資格免許所　　　に役場総務課へ申

1有者または本年3月保　でください・。

又’

　
　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め

　
ら
れ
た
大
切
な
税
金
は
、
ど

　
ん
な
税
金
を
ど
れ
だ
け
お
さ

　
め
た
か
、
町
の
家
計
簿
は
ど

　
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、

　
昭
和
4
6
年
度
決
算
の
あ
ら
ま

的別歳出の構成状況目
筋
％

　
育
a

　
教

性質別歳出の構成状況

し
を
才
出
予
算
の
構
成
、
町

民
税
、
財
産
、
町
債
の
現
在

高
、
特
別
会
計
収
支
決
算
な

ど
を
グ
ラ
フ
で
あ
ら
わ
し
て

見
ま
し
た
。

　
住
み
よ
い
町
つ
く
り
へ
、

い
っ
そ
う
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
か

　
　
　

費
％
諺
た

商
λ
　
’
め

　
　
　
　
さ

　
　
．
饗
お

　
　
　
諸
け

内は町民1人当り税負担額

li嚢鷲鐡iliiilii譲liiliiliillii

災

どんな税金をどれだけおさめた
　　　　　町民税総額40，’403千円

　　　契14錨臼ノi・

木材引取税253千円（38円）
一入湯税　1，546千円（233円）
　．一軽自動車税2，549千円（395円）

　　　電気ガス税2，647千円（400円）

聴7，453ギ1
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鹸
勲

人
・
が

考
費

　ことしの、1月！日から

70才以上の老人医療費が無

料になります。　（一部、所

得の制限があります。）

　老人が、医療保険で、医

療を受けた場合に、自己負

担をしていた費用を、国、

県、町で負担することにな

りました。

　町では、70才以上の該当

者は、1月現在で570人、

所得制限者は3人になって

おります。次により受診し

てください。

｝
ど
ん
な
人
が
無
料
に
な
る
か
一

■
…
年
令
が
7
0
才
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　（

70

才
に
な
っ
た
月
の
初
日
か
ら
無
料

に
な
り
ま
す
か
ら
、
該
当
者
は
、
そ
の

前
月
中
に
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
）

層
…
本
人
の
前
年
所
得
が
、
所
得
税
の

課
税
基
準
に
満
た
な
か
っ
た
人
で
、
配

偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
前
年
所
得

が
、
所
得
制
限
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

■
，
：
国
民
健
康
保
険
や
、
健
康
保
険
な

ど
の
、
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
自
己
負
担
の
あ
る
人
。

…
医
者
に
か
か
る
と
き
…

■
…
該
当
さ
れ
る
方
々
が
、
病
院
、
医

院
な
ど
で
、
医
者
に
か
か
る
と
き
は
、

『
保
険
証
』
『
老
人
医
療
費
受
給
者
証
』

『
老
人
医
療
費
請
求
書
の
用
紙
』
を
一

緒
に
、
保
険
医
療
機
関
の
窓
口
に
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
費
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

ロ
…
治
療
が
終
る
と
、
保
険
証
と
、
老

人
医
療
費
受
給
者
証
が
、
返
さ
れ
ま
す

か
ら
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
…
所
得
の
関
係
で
、
受
給
資
格
が
な

い
人
も
、
そ
の
後
、
災
害
に
か
か
っ
た

と
き
や
、
老
人
医
療
費
が
高
額
で
あ
る

な
ど
で
、
お
た
ず
ね
に
な
り
た
い
方
は

役
場
の
厚
生
係
ま
で
、
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

所得制限の被扶養者別限度額

区　　分
扶　　　養　　　親　　　族

0　人 1人
　　ノ

2人 3人 4　人 5人

本　　人

所得制限

限
度
額

　　円
380，000

　　円
505，000

　　円
640，000

　　円
775，000

　　円
910，000

　　円
1，045，000

扶養義務者
所
得
制
限

限
度
額

1，323，625 1，518，625 1，653，625 1，788，625 1，923，625 2，058，625

高在現債町末度年　財禾昭
費
債
債
債
債
債
債
債
債
金

　
　
業
　
業
　
　
　
業
ん

　
　
　
育
　
　
旧
害
害
　
　
　
策

　
　
事
　
　
事
　
　
　
　
事
　
　
　
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
独
教
策
復
災
災
祉
　
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補

　
　
単
　
　
対
　
　
　
　
福
　
　
　
貸

　
　
　
務
　
　
害
独
助
　
　
　
疎

　
　
般
　
地
　
　
　
生
税

　
　
一
義
辺
災
単
補
厚
減
過
県

14，330千円

28，784千円

　30，193千円

…・i・56，074

27，427千円

・＝：128，647千円

15，522千円

2，758千円

…ll・61，487千円i．ii

22，339千円

予算額117，462千円
収入済額　117，296千円

芝出済額　114，967千円

予算額112，074千円
収入済額　82，410千円
芝出済額　”1，362千円

439千円

653千円

310千円

町の財産はどれだけあるか

山 林　79．6％ 掌　校
13．6％

庁舎

勤
その雌

総面積　734，442．93㎡（74町5畝）

掌 校 72．2％
庁舎、その他

27．8％

潔78千円

，366千円

，195千円

総面積30，024．07㎡（9，082坪）

出　資　金　　49ひ6％

　
㎜
手
続
き
を
す
る
に
は
㎜

■
i
申
請
の
た
め
の
用
紙
類
は
、
役
場

に
あ
り
ま
す
か
ら
、
保
険
証
と
印
鑑
を

持
っ
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
：
・
こ
れ
か
ら
70
才
に
な
る
人
は
、
70

才
に
な
る
月
の
前
月
の
、
中
旬
頃
ま
で

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
…
居
住
地
の
変
っ
た
該
当
者
は
、
す

み
や
か
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

額
額
額

算
済
済

　
入
出

予
収
芝

予算額
収入済額
支出済額

有価鉦券50，4％

　総　額　2，817千円

440千円

490千円

376千円

予算額
収入済額
」〔出済額

17，953千円

16，942千円

齢，882千円

予算額
収入済額
支出済額

注
、
前
年
度
の
所
得
の
額
が
、
右
の

　
表
の
所
得
を
こ
え
る
場
合
は
、
該

　
当
に
な
り
ま
せ
ん
。



ー
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リ
ニ
ー
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（繍言）

ぐ　浦田小学校屋内運動場完成
　総事業費　35，000千円

（内縢撚1）

▲　観音寺橋完成　L22m　W4m
　総事業費　10，127千円

e些般財籍1螺》

　　　　　　　　　林道開設上籔池線　》
総事業費　13，118千円

e募獣，1、1網購1，1翻円）

　L400㎞　W4m

講

町道改良・松代松之山線

　　（曽根地内）

　総事業費　23，285千円

1内誓般，オ寡21：1鱗円）

▼L774m　W5m

▲除雪機械
　　（スノーローダー）購入

　総事業費　8，850千円

（内礁1：鞭

▲　町道改良・由尾田麦立線

　　　（田麦立地内）

　総事業費　19，329千円

（内聾般財震11：1螺l

　　　L820m　W4m

《　町道松代松之山線舗装

　　　（兎ロ地内）

　総事業費　10，989千円

《内些般，，鷺辮岬）

　　L1007m　W4～5m

▲　里山再開発事業

　　　東山団地15町歩

　総事業費　9，486千円

（内謙1鋤

　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　一楠　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　｝　　　　　　＝騙　　　　　㎝　　　　　㎜　　　篇”　　　9篇　　一閣㎜　臨甲｝　瓢臨朧　　　　　　　　　　　　誕　　　　　　　　　　　篇　　　　　　　　　　篇　　　　　　　　　囎㎝　　　　　　　　｝　　　　　　　一　　　　　　一一　　　　　淵闇　　　　闘鵬　　　　鵬　　　一『　　㎜　一｝

，
き

　
12
月
定
例
議
会
は
、
さ
る
12
月

20

日
に
招
集
さ
れ
、
昨
年
、
国
の

総
選
挙
に
伴
う
補
正
予
算
弱
万
円

国
の
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
の

給
与
改
定
差
額
分
9
百
万
円
、
上

鍛
池
林
道
第
二
期
工
事
請
負
金
1

千
6
百
90
万
円
、
国
民
健
康
保
険

会
計
へ
繰
出
金
百
万
円
の
補
正
f

算
を
始
め
、
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
な
ど
、
議
案
U
件
、
清
願

2
件
が
審
議
さ
れ
、
い
づ
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

●
昭
和
4
7
年
度
松
之
山
町
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
五
回
）

●
昭
和
4
7
年
度
松
之
山
町
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
六
回
）

●
松
之
山
町
職
員
の
給
与
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
止
条
例

●
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組
合
を

　
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

　
の
増
加
お
よ
び
規
約
の
変
更

●
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

　
の
数
の
増
加
お
よ
び
規
約
の
変

　
更

●
新
潟
県
自
治
会
館
管
理
組
合
の

　
設
立

●
昭
和
4
7
年
度
松
之
山
町
国
民
健

　
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
二
回
）
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を受けること
ができる人は

聰誓手蔓

一児童手当は10歳まで

　　　支給対象がひろがりました一

　□　児童手当の額は　□

　　児童手当の月額は、18才未満の

　児童で、出生順に数えて第3人目

以降の児童に、昭和38年4月2日

以降に生れたこども1人につき、

・月額3干円が支給ざれます。

4月から新たに児童手当を受ける

ることができる人と児童手当の額

・がふえる人との例

　　3月までは、3，000円に［二ニコの

　　数をかけた額です。

　　4月からは、31000円に口と

　　目の数をかけた額になります

新たに児童手当を受けることが

　できる人

児勤臓臓國の3人の場合
　4月から　3，000円×1翫3，000円

児童手当の額がふえる人

児童が臓臓、國囮の4
人の場合

　3月まで　　3，000円×1－3，000円

　4月から　3，000×2糖6，000円

脚雌隅陽1一一聞5

◇児竜手当は、本年4月1日

　から、次により支給の範關

　が広げられるごとになり蕨

　した。

◇児童手当は、・ 18才未満のこ

　ギもが3人以上tあ喬亥で》

　今ま・では、3人自以下のこ

　どもが5才以上で声そ場合

　は、1支給の対象になり．ませ

　んでしたが、本年の4月1

　日からは、10才末満まで支

　給範囲が広げられるLことに

　なりま「した。1

◇18才未満のこどもを3人以

　上養育しておりくそのうち

　の1人以上が、昭和38年4

月湘以降唯纏児童
　（本年の4且ユ日現在で、

満10才未満）、を含む、、3人

　以上に支給されます。』

VV、VV一〉V〉V

　ドライバーにとって、一番危険な季節がやって

きました。ふぶきの中を走ったり、路面が凍りつ

いて、思うように走れなかったり、突然のスリッ

プに冷汗を流したり一……いずれも、一歩誤まれ

ば大事故につながる、危険性を秘めて、・るのが実

情です。車を運転するときは、次の二とに注意し

て、交通事故を防止しましょう。

■
天
候
や
、
路
面
に
応
じ
た
安
全
速
度

で
走
ろ
う
。

雪
が
降
っ
て
い
た
り
、
積
っ
て
い
る

道
路
で
は
、
次
の
よ
う
な
現
象
が
起
り

あ
や
ま
る
と
へ
惨
事
を
招
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
す
。

つ
路
面
が
ス
ベ
リ
や
す
く
な
る
。

○
見
と
お
し
が
悪
く
な
る
。

○
雪
の
壁
な
ど
で
、
走
行
部
分
が
限
定

さ
れ
る
。

Q
路
肩
の
み
き
わ
め
が
困
難
に
な
る
。

○
ス
リ
ッ
プ
注
意
報
が
出
て
い
る
と
ぎ

は
、
チ
ェ
ー
ン
を
取
り
つ
け
、
ス
ピ
ー

ド
を
二
～
三
割
く
ら
い
控
え
目
に
す
る

こ
と
。

■
車
間
距
離
を
多
め
に
と
ろ
う
。
雪
道

や
、
凍
り
つ
い
た
道
路
で
は
、

O
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い
。

一
〇
停
止
距
離
が
長
く
な
る
こ
と
を
、

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

口
次
の
こ
と
は
、
し
っ
か
り
守
り
ま

し
ょ
う
。

O
車
間
距
離
は
、
ふ
だ
ん
の
二
割
く

ら
い
長
め
に
と
る
こ
と
や

○
急
プ
レ
ー
キ
や
、
荒
い
ハ
ン
ド
ル

の
操
作
は
し
な
い
。

O
追
越
は
絶
対
に
し
な
い
。

■
安
全
を
確
か
め
て
横
断
し
よ
う
。

　
．
雪
道
で
は
、
車
は
ス
リ
ッ
ブ
し
や

す
く
、
急
に
止
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。O

車
の
流
れ
に
注
意
し
、
手
を
上
げ

て
合
図
を
し
て
、
車
が
止
る
の
を
待

っ
て
横
断
す
る
。

○
飛
び
出
し
た
り
斜
め
横
断
は
絶
対

や
め
ま
し
ょ
う
。
（
安
塚
警
察
署
よ
り
）

　
二
年
連
続
の
小
雪
に
恵

ま
れ
、
正
月
帰
省
パ
ス
の

運
行
ま
た
今
年
始
め
て
の

試
み
で
あ
り
ま
し
た
。
再

赴
任
バ
ス
の
運
行
も
ス
ム

ー
ズ
に
終
り
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
は
出
稼
者
千
人
に
対
し
、
帰

省
パ
ス
利
用
者
は
半
数
の
五
百
人
が
利

用
さ
れ
、
再
赴
任
バ
ス
で
は
百
六
十
八

人
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
ゆ
帰
省
パ
ス
で

は
、
暫
ら
く
会
わ
な
か
り
光
妻
『
子
に

会
え
る
喜
び
を
、
故
郷
松
之
山
へ
婿
少

田
舎
の
正
月
が
で
き
る
希
望
に
、
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
バ
ス
の
中
は
、
い
っ
ば

い
機
嫌
で
な
か
な
か
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
再
赴
任
バ
ス
の
時
は
、
ま
た
四
ヵ
月

半
も
家
族
と
離
れ
ば
な
れ
の
生
活
に
入

る
淋
し
さ
と
、
正
月
の
疲
れ
が
出
た
の

か
、
車
の
中
は
全
く
静
か
で
し
た
。

　
私
達
を
止
む
な
く
し
て
い
る
地
球
の

人
々
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
苦
し
み
、
淋

、
し
さ
は
理
解
で
き
な
い
で
し
は
う
。

　
最
近
労
働
省
で
は
、
出
稼
者
お
よ
び

留
守
家
族
の
こ
と
を
理
解
し
、
今
年
か

ら
季
節
移
動
労
働
者
援
漫
対
策
事
業
と

称
し
て
出
稼
先
で
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
や

各
事
業
所
で
の
安
全
就
労
懇
談
会
ま
た

留
守
家
族
懇
談
会
等
の
経
費
に
つ
い
て

は
、
国
、
県
か
ら
三
分
の
二
の
補
助
が

出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
月
に
入
り
東
京
、
愛
知
で
リ
ー
ダ

ー
会
議
、
二
月
二
日
か
ら
各
事
業
所
で

の
懇
談
会
を
計
画
し
て
お
り
、
三
月
十

日
ご
ろ
か
ら
、
各
部
落
で
報
告
を
兼
ね

て
、
留
守
家
族
懇
談
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

●
松
之
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例

　
の
一
部
改
正
条
例

●
昭
和
47
年
度
松
之
山
町
農
業
共

済
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一

　
回
）
、

●
松
之
山
町
営
林
道
事
業
の
経
費

　
の
賦
課
基
準
並
び
に
そ
の
徴
収

時
期
方
法
の
変
更

●
林
道
上
蝦
池
線
第
二
期
工
事
請

負
契
約
の
締
結

●
大
島
津
南
線
水
梨
部
落
よ
り
新

山
部
落
ま
で
の
中
学
生
通
学
道

路
の
圧
雪
お
願
い
に
関
す
る
請

願
書
　
　
（
水
梨
部
落
長
他
）

●
一
般
農
道
整
備
事
業
に
関
す
る

請
願
書
　
　
（
赤
倉
部
落
長
他
）

増㎜”㎝一劇糊劇偵II－1劇噛511燗II噛旧ll剛闇髄1馴lll劇旧”脚1”劇1馴81尊1”劇脚Ol順1』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　松之山のたばこを　　i

　　　　　　　　　町でお買㌧　繊たばこ1箱2。本i



ー
o
リ
ニ
ー

”101・1””惚10”巳o脚0”m鱒””II・ll“”髄lm”鱒1』1匹1剛lrl』胤III湘欄“・”””“1”闇40岡o鱒1・舗㎜…闘

購鱗1…ii鱗…藪。●鎧
難

25　1，”1ひ旧”川1翻1，1側臨除1”胸1”肚髄欄一1－5”匿II川酢闘川“1欄川1”・一”川闘11川樽lll一”励”II捌II柵・1”9”昌III”腰8”1“・，Oll”騨””1”コーホーまつのやま　48

（繍言）

ぐ　浦田小学校屋内運動場完成
　総事業費　35，000千円

（内縢撚1）

▲　観音寺橋完成　L22m　W4m
　総事業費　10，127千円

e些般財籍1螺》

　　　　　　　　　林道開設上籔池線　》
総事業費　13，118千円

e募獣，1、1網購1，1翻円）

　L400㎞　W4m

講

町道改良・松代松之山線

　　（曽根地内）

　総事業費　23，285千円

1内誓般，オ寡21：1鱗円）

▼L774m　W5m

▲除雪機械
　　（スノーローダー）購入

　総事業費　8，850千円

（内礁1：鞭

▲　町道改良・由尾田麦立線

　　　（田麦立地内）

　総事業費　19，329千円

（内聾般財震11：1螺l

　　　L820m　W4m

《　町道松代松之山線舗装

　　　（兎ロ地内）

　総事業費　10，989千円

《内些般，，鷺辮岬）

　　L1007m　W4～5m

▲　里山再開発事業

　　　東山団地15町歩

　総事業費　9，486千円

（内謙1鋤

　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　一楠　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　｝　　　　　　＝騙　　　　　㎝　　　　　㎜　　　篇”　　　9篇　　一閣㎜　臨甲｝　瓢臨朧　　　　　　　　　　　　誕　　　　　　　　　　　篇　　　　　　　　　　篇　　　　　　　　　囎㎝　　　　　　　　｝　　　　　　　一　　　　　　一一　　　　　淵闇　　　　闘鵬　　　　鵬　　　一『　　㎜　一｝

，
き

　
12
月
定
例
議
会
は
、
さ
る
12
月

20

日
に
招
集
さ
れ
、
昨
年
、
国
の

総
選
挙
に
伴
う
補
正
予
算
弱
万
円

国
の
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
の

給
与
改
定
差
額
分
9
百
万
円
、
上

鍛
池
林
道
第
二
期
工
事
請
負
金
1

千
6
百
90
万
円
、
国
民
健
康
保
険

会
計
へ
繰
出
金
百
万
円
の
補
正
f

算
を
始
め
、
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
な
ど
、
議
案
U
件
、
清
願

2
件
が
審
議
さ
れ
、
い
づ
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

●
昭
和
4
7
年
度
松
之
山
町
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
五
回
）

●
昭
和
4
7
年
度
松
之
山
町
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
六
回
）

●
松
之
山
町
職
員
の
給
与
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
止
条
例

●
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組
合
を

　
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

　
の
増
加
お
よ
び
規
約
の
変
更

●
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

　
の
数
の
増
加
お
よ
び
規
約
の
変

　
更

●
新
潟
県
自
治
会
館
管
理
組
合
の

　
設
立

●
昭
和
4
7
年
度
松
之
山
町
国
民
健

　
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
二
回
）
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を受けること
ができる人は

聰誓手蔓

一児童手当は10歳まで

　　　支給対象がひろがりました一

　□　児童手当の額は　□

　　児童手当の月額は、18才未満の

　児童で、出生順に数えて第3人目

以降の児童に、昭和38年4月2日

以降に生れたこども1人につき、

・月額3干円が支給ざれます。

4月から新たに児童手当を受ける

ることができる人と児童手当の額

・がふえる人との例

　　3月までは、3，000円に［二ニコの

　　数をかけた額です。

　　4月からは、31000円に口と

　　目の数をかけた額になります

新たに児童手当を受けることが

　できる人

児勤臓臓國の3人の場合
　4月から　3，000円×1翫3，000円

児童手当の額がふえる人

児童が臓臓、國囮の4
人の場合

　3月まで　　3，000円×1－3，000円

　4月から　3，000×2糖6，000円

脚雌隅陽1一一聞5

◇児竜手当は、本年4月1日

　から、次により支給の範關

　が広げられるごとになり蕨

　した。

◇児童手当は、・ 18才未満のこ

　ギもが3人以上tあ喬亥で》

　今ま・では、3人自以下のこ

　どもが5才以上で声そ場合

　は、1支給の対象になり．ませ

　んでしたが、本年の4月1

　日からは、10才末満まで支

　給範囲が広げられるLことに

　なりま「した。1

◇18才未満のこどもを3人以

　上養育しておりくそのうち

　の1人以上が、昭和38年4

月湘以降唯纏児童
　（本年の4且ユ日現在で、

満10才未満）、を含む、、3人

　以上に支給されます。』

VV、VV一〉V〉V

　ドライバーにとって、一番危険な季節がやって

きました。ふぶきの中を走ったり、路面が凍りつ

いて、思うように走れなかったり、突然のスリッ

プに冷汗を流したり一……いずれも、一歩誤まれ

ば大事故につながる、危険性を秘めて、・るのが実

情です。車を運転するときは、次の二とに注意し

て、交通事故を防止しましょう。

■
天
候
や
、
路
面
に
応
じ
た
安
全
速
度

で
走
ろ
う
。

雪
が
降
っ
て
い
た
り
、
積
っ
て
い
る

道
路
で
は
、
次
の
よ
う
な
現
象
が
起
り

あ
や
ま
る
と
へ
惨
事
を
招
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
す
。

つ
路
面
が
ス
ベ
リ
や
す
く
な
る
。

○
見
と
お
し
が
悪
く
な
る
。

○
雪
の
壁
な
ど
で
、
走
行
部
分
が
限
定

さ
れ
る
。

Q
路
肩
の
み
き
わ
め
が
困
難
に
な
る
。

○
ス
リ
ッ
プ
注
意
報
が
出
て
い
る
と
ぎ

は
、
チ
ェ
ー
ン
を
取
り
つ
け
、
ス
ピ
ー

ド
を
二
～
三
割
く
ら
い
控
え
目
に
す
る

こ
と
。

■
車
間
距
離
を
多
め
に
と
ろ
う
。
雪
道

や
、
凍
り
つ
い
た
道
路
で
は
、

O
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い
。

一
〇
停
止
距
離
が
長
く
な
る
こ
と
を
、

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

口
次
の
こ
と
は
、
し
っ
か
り
守
り
ま

し
ょ
う
。

O
車
間
距
離
は
、
ふ
だ
ん
の
二
割
く

ら
い
長
め
に
と
る
こ
と
や

○
急
プ
レ
ー
キ
や
、
荒
い
ハ
ン
ド
ル

の
操
作
は
し
な
い
。

O
追
越
は
絶
対
に
し
な
い
。

■
安
全
を
確
か
め
て
横
断
し
よ
う
。

　
．
雪
道
で
は
、
車
は
ス
リ
ッ
ブ
し
や

す
く
、
急
に
止
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。O

車
の
流
れ
に
注
意
し
、
手
を
上
げ

て
合
図
を
し
て
、
車
が
止
る
の
を
待

っ
て
横
断
す
る
。

○
飛
び
出
し
た
り
斜
め
横
断
は
絶
対

や
め
ま
し
ょ
う
。
（
安
塚
警
察
署
よ
り
）

　
二
年
連
続
の
小
雪
に
恵

ま
れ
、
正
月
帰
省
パ
ス
の

運
行
ま
た
今
年
始
め
て
の

試
み
で
あ
り
ま
し
た
。
再

赴
任
バ
ス
の
運
行
も
ス
ム

ー
ズ
に
終
り
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
は
出
稼
者
千
人
に
対
し
、
帰

省
パ
ス
利
用
者
は
半
数
の
五
百
人
が
利

用
さ
れ
、
再
赴
任
バ
ス
で
は
百
六
十
八

人
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
ゆ
帰
省
パ
ス
で

は
、
暫
ら
く
会
わ
な
か
り
光
妻
『
子
に

会
え
る
喜
び
を
、
故
郷
松
之
山
へ
婿
少

田
舎
の
正
月
が
で
き
る
希
望
に
、
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
バ
ス
の
中
は
、
い
っ
ば

い
機
嫌
で
な
か
な
か
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
再
赴
任
バ
ス
の
時
は
、
ま
た
四
ヵ
月

半
も
家
族
と
離
れ
ば
な
れ
の
生
活
に
入

る
淋
し
さ
と
、
正
月
の
疲
れ
が
出
た
の

か
、
車
の
中
は
全
く
静
か
で
し
た
。

　
私
達
を
止
む
な
く
し
て
い
る
地
球
の

人
々
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
苦
し
み
、
淋

、
し
さ
は
理
解
で
き
な
い
で
し
は
う
。

　
最
近
労
働
省
で
は
、
出
稼
者
お
よ
び

留
守
家
族
の
こ
と
を
理
解
し
、
今
年
か

ら
季
節
移
動
労
働
者
援
漫
対
策
事
業
と

称
し
て
出
稼
先
で
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
や

各
事
業
所
で
の
安
全
就
労
懇
談
会
ま
た

留
守
家
族
懇
談
会
等
の
経
費
に
つ
い
て

は
、
国
、
県
か
ら
三
分
の
二
の
補
助
が

出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
月
に
入
り
東
京
、
愛
知
で
リ
ー
ダ

ー
会
議
、
二
月
二
日
か
ら
各
事
業
所
で

の
懇
談
会
を
計
画
し
て
お
り
、
三
月
十

日
ご
ろ
か
ら
、
各
部
落
で
報
告
を
兼
ね

て
、
留
守
家
族
懇
談
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

●
松
之
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例

　
の
一
部
改
正
条
例

●
昭
和
47
年
度
松
之
山
町
農
業
共

済
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一

　
回
）
、

●
松
之
山
町
営
林
道
事
業
の
経
費

　
の
賦
課
基
準
並
び
に
そ
の
徴
収

時
期
方
法
の
変
更

●
林
道
上
蝦
池
線
第
二
期
工
事
請

負
契
約
の
締
結

●
大
島
津
南
線
水
梨
部
落
よ
り
新

山
部
落
ま
で
の
中
学
生
通
学
道

路
の
圧
雪
お
願
い
に
関
す
る
請

願
書
　
　
（
水
梨
部
落
長
他
）

●
一
般
農
道
整
備
事
業
に
関
す
る

請
願
書
　
　
（
赤
倉
部
落
長
他
）
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蕪
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轍欝

（159）助　　役

大見勝平

　
昨
年
、
1
2
月
31
日
付
け
を
も
っ

て
、
今
ま
で
長
い
間
、
役
場
職
員

と
し
て
勤
務
さ
れ
た
、
浦
田
支
所

長
、
久
保
田
秀
五
郎
3
4
年
ー
ヵ
月

税
務
課
長
、
草
村
正
32
年
9
ヵ
月

松
之
山
診
療
所
、
佐
藤
四
平
2
0
年

ー
ヵ
月
、
浦
田
診
療
所
助
産
婦
、

佐
藤
ト
ク
2
0
年
5
ヵ
月
の
四
人
の

方
々
が
、
勧
奨
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
と
し
の
1
月
1
日

付
け
を
も
っ
て
、
役
場
の
係
が
一

部
か
わ
り
ま
し
た
の
で
、
次
に
よ

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　竹内義一

）

（110）

長
司

課
誠

務
坂

総
保

（110）

会
計
係
：

…
・
，
、
，
…
小
野
塚
一
栄
、
山
岸
悦
子

庶
務
、
財
政
、
人
事
係
：
…

議
会
、
監
査
、
広
報
係
－
…

消
防
、
交
通
、
選
挙
係
：
：

統
計
係
・
：
…
…
…
：
…
…
，
－
。

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
係
…
：

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
手
：
…
：

　
　
　
　
　
　
町
民
税
係
…
…
：

　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
税
係
・
－

　
　
　
　
　
　
諸
税
係
：
－
、
：
：
…

　
　
　
）

長
良

課
近

業
坂

産
保

（251）（111）

π産
業
経
済
係
，

観
光
係
，
－
…
…

畜
産
係
…
…
：

林
業
係
，
…

農
業
共
済
係
（
た
ば
こ
）

農
業
委
員
会
・

養
蚕
技
術
員
・
・

　土木課長
久保田達司

土
木
建
築
係
…
…
…
…

農
林
土
木
係
…
：
…
…
ー

「
ブ
ル
r
ザ
蓮
転
手

国
民
健
康
保
険
係
…
…
－

保
健
、
衛
生
、
水
道
係
：

厚
生
福
祉
、
保
育
園
係
：

職
業
係
：
…
－
…
：
…
…
：

－
年
金
係
：
…
…

保
健
婦
：
－

，
：
小
口
彦
三
郎
、
小
口
一
成

目
，
村
山
正

　
，
本
山
秀
昭

，
，
、
，
山
岸
正
男

　
，
高
橋
慶
春
、
村
山
賢
次
、

　
，
・
佐
藤
喜
作

社会課長
渡辺庄二

，
，
津
端
和
栄
、
高
沢
　
隆
、

：
小
口
成
一
、
植
木
誠
一
、

：
村
山
達
男

高
波
し
ず

滝
沢
正
彦

和
久
井
正

：
樋
口
敏
光

：
柳
　
能
弘

，
，
中
島
良
一

：
福
原
誠
夫
、
小
野
塚
栄
、
本
山
　
優

、
，
小
野
塚
与
芳
、
竹
内
茂
俊
、
村
山
ゆ
り
子

：
柳
　
能
弘
、
佐
藤
民
雄
、
小
野
塚
三
代

：
清
水
　
智

（112）

鈴山佐村高樋
木岸藤山橋口
正　三俊和哲
行実雄介恵男

佐
藤
明
彦
、
草
村
好
信

久
保
田
雄
司
、
南
雲
　
武

保
坂
広
一
、
大
見
征
一

佐
藤
一
善

：
山
岸
富
司
雄
、
南
雲
晴
夫

：
小
酒
井
桂
、
高
橋
明
夫

，
，
相
沢
正
常
、
津
端
徳
子

、
，
高
橋
寛
一

：
山
口
達
夫
、
津
端
　
薫

、
，
小
川
正
子

璽
周
圃
雄
鱗
轍
繰

戦没者の家族に
特別弔慰金が支給されます

亡くなった等で、年金がもら

えなくなった人の家族に、新

たに、特別弔慰金3万が支給

される二とになりました。

　昭和40年4月1日までに、

戦死者の父母、または、妻が

年金を受けていたメ、で、昭和

47年4月1日までのうちに・

　該当者には、役場の厚生係

が調査して、お知らせします

が、もれおちが、ありました

ら、ご連絡ください。

曹
買
轟

）
印
鑑
登
録
と
印
鑑
証
明
〔

　
　
印
鑑
登
録
と
印
鑑
証
明
の

　
手
続
き
を
さ
れ
る
と
き
は
、

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

　
さ
い
。

◆
印
・
鑑
の
登
録
は
、
一
人
一
個

　
に
限
り
ま
す
。

◆
こ
の
登
録
に
は
、
必
ず
実
印

　
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
す
で
に
登
録
さ
れ
て
あ
る
認

　
印
は
、
な
る
べ
く
早
め
に
、

　
実
印
に
登
録
か
え
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。

◆
最
近
『
印
相
鑑
定
師
』
に
印

　鑑の

鑑
定
を
受
け
た
と
こ
ろ

　
字
画
や
、
印
材
が
、
そ
の
人

　
に
適
し
な
い
な
ど
の
理
由
に

　
よ
り
、
新
た
に
印
鑑
を
作
製

　
し
、
改
印
の
申
し
出
を
さ
れ

　
る
方
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に

　
登
録
さ
れ
て
あ
る
印
鑑
は
、

　
認
印
で
な
い
限
り
、
簡
単
に

　
改
印
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
未
成
年
者
の
印
鑑
登
録
は
、

　
親
権
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

◆
印
鑑
証
明
を
受
け
る
と
ぎ
は

　
で
き
る
限
り
、
本
人
が
登
録

　
し
て
あ
る
印
鑑
を
も
っ
て
き

　
て
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　昭和48年4月10日
発行新潟県松之山町
編集松之山町役場総務課
T　E　L　（025596）松之山110

印　刷　上越市あかつき印刷

％コー・ホー一

一3月28日松之山常設保育画卒園式一

　　　　　　　おもな内容

Oことしの予算の使いみち（一般会計）・・……………・2

　　総務費・議会費・公債費・諸支出金

O土木費・商工観光費・消防費・春の交通安全………3

0教育費・農林水産業費・助役収入役の再任・一………4

0民生費・衛生費・国保と交通事故……………一…・…5

0簡易水道会計（特別会計）一一…・・……・・3………一6

　　乳児・妊産婦の医療費無料化

O国保・農業共済会計（特別会計）…………一……一…7

0町役しょくいんのいどう…・………一一…・……………8

〆　松之山の人口　、

　　　　2月28日現在

　　（）内は前月と比較

総　数　　6，562人（一51人）

　男　　　3，216人←16人）

　女3，346人（一35人）
世帯数　1，682世帯

L出生6人、死亡4人　　∠


